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取り組みに必要な視点
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⇒納得感の醸成による自律的改善の継続へ
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今までとこれから
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高度経済成長期
1950年代～1980年代

長期低迷期
1990年代～2010年代

常態的な不安定期
2020年代～

商用インターネット開始～ＩＯＴ普及～ＡＩの進化

事業
環境

資源増強
余剰と多角化

縮退・コスト削減
効率化追求と集中

変化への適応力
柔軟性と対応スピード

▼ＢＣＰ策定
策定ガイドライン

▼東日本大震災▼熊本地震▼阪神淡路大震災

リスク
環境

ＢＣＰ１．０ ＢＣＰ２．０昭和 平成 令和

コンプライアンスの強化＝リスク対策の見える化の要請

停止時の影響の爆発的な増大＝ＩＣＴの進展によるサプライチェーン高度化・効率化の実現

ビジネス機会獲得・拡大のためのリスク管理へ

平時

有事 平時 有事

有事

平時

平時の枠内で有事対応が
可能（間に合った）な時代
から大きく環境が変化

常在戦場

▼COVID19
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新型コロナウィルス対応とは
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実施する対策のレベル強 弱

京都大学）山中伸弥教授サイトより一部引用

社会経済崩壊
医療崩壊
二次的社会崩壊

感染者
重症者増大社会経済活動制限

バランスに
配慮した
制限実施

大規模景気対策
各種助成措置

医療体制の増強
ワクチン開発
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組織的な変容能力の要素
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Sensing：感知
変化する環境下で機会を感知する能力

脅威や機会を感じ取る能力

Transforming：変容
新たな競争優位確立のため内外の
資源や組織を迅速に最適化する能力

Seizing：捕捉
見出した機会を捉え資源・プロセス
・知識を応用して再利用する能力

◼健全な危機感の維持
◼変化の必要性の意識
◼迅速な情報共有文化

◼事業機会としての把握
◼自社の強みを活かした
ビジネスモデルデザイン

◼経営資源の外部化
◼プロセスの標準化
◼DX化の推進

Purpose：
存在意義
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競争力強化につながる視点
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◼ ボトルネックの耐震・免震対策
◼ ボトルネックに対する強化対策
◼ ボトルネックの二重化対策 等

資源を固定化する視点
＝変化を妨げる原因ともなり得る

短期的な視点【強化・二重化】

競争力強化の視点

復旧に長時間
を要する特殊
な資源や業務
プロセス

競争力を支え
る根幹の資源
でなければ
変化への適応
を妨げる課題

設備及びプロ
セスの標準化、
外部化により
ボトルネックを
解消

外部環境変化
に柔軟に対応
可能な組織へ
の変化
＝競争力強化
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継続的改善の本質
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大規模水害新型ウイルス感染症

情報漏洩/不祥
事

大規模地震

企業

南海トラフ地震発生確率
⇒３０年以内に８０％以上

首都直下型地震確率
⇒３０年以内に７０％以上

時間降水量５０mm以上の大雨
⇒過去３０年間で１．４倍

新型感染症の発生
⇒新型インフルエンザ、COVID19

膨大な文書、詳細なルール、人に依存した取り組みは続かない。
環境が変わり、組織が変わり、担当者が変わっても３０年間続けられる
取り組みであること。
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ＢＣの負のスパイラル
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現場の認知度が低く、コストのかかる対策や訓練も
実施されないまま社内説明にさらに数ヶ月が経過。

現場を説得して訓練に漕ぎ着けるが、訓練実施後
の課題も対策も明確されず、改善につながらない。

環境変化で業務内容や経営資源が大きく変更
されわずか１年後には大幅な修正が必要となる。

コンサルタントによる詳細な被害想定と業務分析
による電話帳サイズのＢＣＰが半年がかりで完成。

災害事象発生時に役に立たなかったことが問題と
なり、経営者より作り直しの号令が出される。

事
業
継
続
力
の
継
続
的
後
退

文書作成
を目的化

現場不在の
進め方

訓練実施の
目的化

現状維持
前提の計画

事象毎の
場当たり対応
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２０年以上続いている取り組み事例
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中小企業Ａ社：製造業従業員３０名
◼年に２回全従業員を集め、災害発生時における自社の
対応の段取りを皆で話し合いながら模造紙に書き出し
事務所に張り出しておく。
◼さらに、手順実行を効果的に行うための事前対策を全員で
話し合い、対策担当と完了予定を決める。
◼対策完了状況は年度末に社長が確認する。
◼作成した文章は、対応の段取り一覧表（やることリスト）と、
解決すべき課題一覧表（やっておくことリスト）、非常時連絡
先リストのみ。後は各担当が必要に応じて自分なりのメモ
（手順など）を作っている。
◼この活動を２０年近く続けているが社長はＢＣＰを知らない。
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事業継続力の強化とは
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対
応
時
間 対

応
時
間

対
応
時
間

出たとこ勝負 見える化 出来る化
役割分担

行動目標の共有

判断基準

訓練による改善

発生

参集・役割分担

情報収集・報告

対応行動指示

復旧・終息

人命安全確保

発生

参集・役割分担

情報収集・報告

対応行動指示

復旧・終息

人命安全確保
発生

参集・役割分担

情報収集・報告

対応行動指示

復旧・終息

人命安全確保

役割分担

行動目標の共有

判断基準

見える化⇒出来る化による対応スピードの向上
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これからの取り組みとは
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これから

現
状
の
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営
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組織

資源

製品サービス

顧客
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行動目標
対応体制
初動行動

今まで

現
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の
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Ｂ
Ｃ
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現状に合わせ
文書を最新化

組織

資源

製品サービス

顧客

訓練で行動力
を最適化

訓練
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